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皆さん、新年明けましておめでとうございます！

今回はブラジルのお正月の習慣について紹介した

いと思います。

ブラジルでも年越しのカウントダウンがあり、零

時になると花火が上がり、シャンパンなどで新年を

祝います。

一般的に、大晦日から新年にかけて白い服装を着

る習慣があります。それに加えて、新しい下着も着

用します。下着の色はそれぞれの願いによって変わ

ります。例えば黄色は金運、赤は恋、ピンクは愛、

白は平和などです。

年越しを海岸で過ごす人たちは、悪いことを海の

底に運んでほしいと願い、イエマンジャ(海の女王)

に様々な贈り物の花束や石けんなどを海に投げます。

その他にも小さなボートに花や願いを書いた紙を乗

せ、流す習慣もあります。

新しい年を元気に過ごせるよう、７回海の波を飛

ぶことでイエマンジャに祈願する人も。

ほかにもいくつかの習慣がありますが、大事なの

は形ではなく、人々

の心の中にある気持

ちだと思います。今

年１年、皆さんにと

って素晴らしい年で

ありますように。

長浜市国際交流員

ソランジェ

『明けまして おめでとうございます！』

■問市民協働推進課（7６５－８７１１）

☆ワンポイントポルトガル語講座☆
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「長浜市住生活基本計画」を策定しました
■問建築住宅課（7６５－６５３３）

少子高齢化と人口減少が進行する中、市内では、空き家の増加や住宅
の安全性の確保など、地域ごとに異なる住宅・住環境を取り巻く様々な
問題が生じています。
これらの問題に対し適切に対応するため、市の住生活における基本理

念や基本目標、施策の展開方向などを定めた「長浜市住生活基本計画」
を策定しましたのでお知らせします。詳しくは市のホームページをご覧
ください。
【計画期間】平成26年12月～平成33年３月

【計画の体系】

今月の日曜日のゴミ持込み日は
１月25日です ■問環境保全課（7６５－６５１３）

湖北広域行政事務センターでは、毎月１回日曜日(原則第４日曜日)に、家庭から

排出されるゴミの持込みをクリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリー

ンプラザで受付けています。

◆受付時間(各施設とも) ８時30分～12時、13時～16時30分

〈課　題〉 〈基本目標・施策の展開方向〉 

①多様化する住まい方や地域 
　特性に配慮した住環境の向 
　上を図るには… 

１ 地域の風土に合った住み続けられる住まいづくり 
立地や気候風土に応じた住まいづくり、地域コミュニティが 
維持継承できる住まいづくりを進めます。 

③高齢者やしょうがい者に配 
　慮した住宅・住環境の向上 
　を図るには… 

②安全・安心な住宅・住環境 
　を形成するには… 

④活気に満ちた地域を形成す 
　るには… 

⑤居住の安定性を確保するに 
　は… 

２ 誰もが快適に暮らせる住まいづくり 
多様なライフスタイルに対応した住宅・住環境の形成など、 
誰もが快適に暮らせる住まいづくりを進めます。 

３ 安全・安心な住まいづくり 
安全で長持ちする快適な住宅や子育て環境の充実など、多様 
な世代が安全・安心に暮らせる住まいづくりを進めます。 

６ 住宅セーフティネットが充実する住まいづくり 
公営住宅ストックの有効活用を図り、住宅セーフティネット 
が充実する住まいづくりを進めます。 

４ 高齢者やしょうがい者にやさしい住まいづくり 
住宅・公共施設のバリアフリー化や高齢者向け住宅の供給促 
進など、高齢者やしょうがい者にやさしい住まいづくりを進 
めます。 

５ 新しい暮らしを生み出す住まいづくり 
定住促進と活力創出に向け、空き家や地域資源などを活用し 
ながら、若い世代が住みたい、住み続けたいと思える、新し 
い暮らしを生み出す住まいづくりを進めます。 

〈基本理念〉 
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